
 

 

参考図面 

 

※あくまで参考としてのシステム系統略図等の一例であり、この方式を推奨する

ものではない。
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■ システム系統略図１
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注1： 保護継電器の信号接点は、必要に応じて増幅を行う。

【凡例】
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注2： 配線サイズは、災害時の実負荷電流による電圧降下を考慮すること。
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※ 内蔵のSC変圧器には、平常時は
もとより、災害時にも自律的に電源
が供給されるものとする。
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■ システム系統略図２
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■ 高圧受電設備単線結線図（改修工事）
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① 設置可能性大エリア
日照条件に優れ、構造チェックと設置に伴う防水対策が可能と判断され、有効にパネルを設置でき
る可能性が高いエリア。具体的にパネルを配置したアレイを想定して発電規模を明示している。

② 設置可能性有りエリア
設置可能性大エリアとほぼ同等で、設置できる可能性は高いが、同じ施設の中では条件が劣る等
のために優先度が低いエリア。一般にパネルの過剰設置を防ぐために調整するエリア。具体的に
パネルを配置したアレイを想定して発電規模を明示している。

④ クリアすべき条件が厳しいエリア
防水対策や保守管理等の面において、何かの問題があるため、一定の条件がクリアできなければ
パネルを設置できないエリア。一部の懸念事項が払拭できれば、将来設置できる可能性がある。

⑤ 設置可能性低エリア
パネルの設置には不向きなエリア。構造強度に難、または設計・施工がかなり複雑で、対策費用が
著しく増加するなどの理由により、現在の技術では設置できる可能性が低いエリア。日照条件が劣
るエリアも含む。

⑥ 設置困難エリア
設置の検討はしたものの、諸般の理由から設置が適当でないと考えられるエリア。一般に、構造強
度に難、保守性に難、塩害が著しいなど現在の技術では設置が困難なエリア。設置面積が他のエリ
アと比較して極端に狭い場合や、想定日射量が極端に劣るエリアも含む。

【太陽光パネルの配置検討と優先度の凡例】

③ 設置可能性有エリア（条件付き）
構造上の問題などが一部残っており簡単には設置できないが、PVの積極導入のためには通常以
上の対策を施すことで、パネルを設置できる可能性が高くなるエリア。具体的にパネルを配置した
アレイを想定して発電規模を明示している。

設置可能

設置不可能

【注記】
１． 発電規模の明示については、現在一般的に採用されているメーカーの標準的なパネルを想定し、

机上配置により算出している。
２． 日照条件が劣るエリアとして、以下を区別している。

・日照条件が劣るエリア：
春秋分日において、9時～15時の間に概ね1時間以上影響を受けるエリア

・日照条件が極端に劣るエリア：
春秋分日において、9時～15時の間に概ね3時間以上影響を受けるエリア

３． 特殊なパネル設置方式への対応
・フレキシブルタイプのパネルは、特例として固定方法などを個別に検討する。
・置くだけ方式のパネル架台については、特例として固定方法などを個別に検討する。

R5-1107更新

■ 構造に関する評価
・構造 ◎ 構造計算書が存在し、必要な積載荷重が明記されている。
・構造 〇 構造計算書は無いが、建築時の仕様や構造図等から安全性が推定できる。
・構造 △ 構造図などから簡易計算を行えば、安全性を推定できる可能性が高い。
・構造 ▲ 可能性はあるが、精緻な構造チェックに多額の費用が掛かる可能性がある。
・構造 × 老朽化などにより、耐久性に不安が残る。建築図や構造図が存在しない。

■ 保守性に関する評価
・保守性 ◎ ほとんど階段等だけでアプローチが可能。
・保守性 〇 簡易なタラップや梯子などが必要になる。平屋の比較的低い屋根など。
・保守性 △ 平屋の少し高い屋根、特殊な梯子やタラップなどが必要になる。
・保守性 ▲ アプローチに相当な準備や労力が必要となる。
・保守性 × アプローチが困難。

■防水性、設計・施工性、日射量、設置可能面積、その他
◎ ～× 状況に応じてランク付けを行う。

■ 凡例
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■ ソーラーカーポート用両面パネル

11



https://www.gs-yuasa.com/jp/newsrelease/article.php?ucode=gs220413394813_1151

概要
形式 LBSK-10-T3C
連系運転出力 三相3線202V 10kVA
自立運転出力 単相2線101V 3.0kVA
直流電圧範囲（V） 0～650
外形寸法（mm） W590 × D220 × H550
質量（kg） 46.5

■ 三相パワーコンディショナ（PCS）の例
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■ 三相パワーコンディショナ（PCS）仕様の例
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■ パワコン蓄電池盤姿図（参考図） 合計：約14面 （約8.4m）

×２＝８面４面 ２面

×２＝８面４面 ２面



■ パワコン蓄電池盤単線結線図
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トータル
蓄電池容量

155kWh
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https://www2.panasonic.biz/jp/energy/chikuden/lineup/single_phase_v2x/



21



23

■ 電力消費量（月別）
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